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左
記
の
日
程
で
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ま

と
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
昭
和
58
年
卒
業
生
が
実

行
委
員
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

実
行
委
員
長　

井
上　

千
明

○
日
時　

令
和
７
年
11
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時
（
受
付
９
時
～
）

○
会
場
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
１
階
曲
水
の
間

　
　
　
　

岡
山
市
北
区
駅
元
町
１
５
―

１　

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
６
―

８
９
８
―

１
１
１
１

○
会
費
／
１
２
、
０
０
０
円
（
写
真
代
含
む
）

○
内
容
／
第
１
部　

総
会　
　

第
２
部　

懇
親
会

○
振
り
込
み
締
切
期
限　

10
月
31
日
（
金
）

＊
出
欠
葉
書
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
席
の
方
は
締
切
期
限
ま
で
に

会
費
１
２
、
０
０
０
円
を
同
封
の
『
総
会
・
懇
親
会
会
費
払
込

取
扱
票
』
で
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
振
り
込
み
を
確
認
し
た

時
点
で
「
出
席
」
確
定
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

や
む
を
え
ず
「
欠
席
」
に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
11
月
17
日
ま

で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
６
―

４
６
２
―

１
６
６
１
（
同
窓
会
担
当
者
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

令
和
７
年
３
月
卒
業
の
新
入
会
員
の
皆
様

　

11
月
23
日
（
日
）
の
総
会
・
懇
親
会
は
ご
招
待
で
す
。

　

恩
師
・
同
級
生
と
の
再
会
の
場
と
し
て
、
皆
様
の
ご
出
席
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

昭
和
59
年
卒
業
の
皆
様
（
昭
和
40
年
・
41
年
生
ま
れ
の
方
）

　

来
年
は
、
な
で
し
こ
同
窓
会
の
実
行
委
員
の
年
で
す
。

　

今
年
の
総
会
へ
は
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

心つながる二子の情景心つながる二子の情景
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ミ
ッ
シ
ョン
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
で

松
　
沢
　
克
　
彦

清
心
中
学
校

清
心
女
子
高
等
学
校
校
長

❷

　

同
窓
生
の
皆
様
、
お
元
気
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
ご
ろ

は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
清
心
な
で
し

こ
同
窓
会
は
、
今
春
、
１
２
６
名
の

新
会
員
が
加
わ
り
、
同
窓
生
は
２
万

人
を
ゆ
う
に
越
え
た
歴
史
あ
る
同
窓

会
で
す
。

　

清
心
な
で
し
こ
同
窓
会
の
皆
様
に

は
、
平
素
よ
り
母
校
で
あ
る
清
心
中

学
校
・
清
心
女
子
高
等
学
校
に
多
大

な
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
９
月
清
心
祭
で
は
同

窓
会
バ
ザ
ー
を
出
店
し
て
い
た
だ

き
、
清
心
祭
を
一
層
盛
り
上
げ
る
と

と
も
に
、そ
の
収
益
を
マ
リ
ア
・
ジ
ュ

リ
ー
奨
学
金
と
し
て
御
寄
附
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
式
前
日
の

同
窓
会
入
会
式
で
は
１
２
６
名
の
卒

業
生
を
祝
福
く
だ
さ
り
、
新
た
な
同

窓
会
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
た

　

昨
年
は
、
１
９
２
４
年
に
６
名

の
シ
ス
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
来

日
さ
れ
、
母
校
の
経
営
を
引
き
継

ぎ
一
〇
〇
周
年
の
年
で
し
た
。
ナ

ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女

会
の
総
長
も
来
日
さ
れ
、
一
〇
〇
周

年
の
行
事
に
、
同
窓
会
と
し
て
も
参

加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
母
校
の

生
徒
た
ち
に
よ
る
、
６
名
の
シ
ス

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な

形
で
の
御
支
援
に
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
本
校

は
岡
山
県
下
で
は
唯
一
の
カ
ト
リ
ッ

ク
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
す
。

私
は
岡
山
県
下
の
公
立
高
校
で
長
年

勤
務
し
て
き
ま
し
た
が
、
私
自
身
は

カ
ト
リ
ッ
ク
系
中
高
一
貫
校
の
出
身

で
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
そ

の
他
の
学
校
の
間
に
は
共
通
点
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
違
い
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に
大
き
な
違

い
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は

伝
統
と
歴
史
あ
る
同
窓
会
と
し
て

清
心
な
で
し
こ
同
窓
会
会
長

永
井
圭
子
（
Ｓ
50
年
卒
）

聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
に
触
れ

る
機
会
が
多
く
、
人
間
の
価
値
や
人

生
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
私
は
、
自
分
の
多
感
な
青
春

時
代
に
そ
の
様
な
環
境
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
今
で
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
経
験
で
き
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
経
験
を
周
囲
の
方
々
に
お

話
し
く
だ
さ
る
こ
と
も
大
切
で
あ

り
、
ま
た
本
校
へ
の
応
援
に
な
り
得

る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
清
心
な

で
し
こ
同
窓
会
の
一
層
の
御
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
御
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
ー
が
船
で
岡
山
へ
向
か
う
航
海
日

誌
の
朗
読
も
あ
り
ま
し
た
。
６
名
の

シ
ス
タ
ー
へ
思
い
を
馳
せ
、
そ
し
て

一
〇
〇
年
の
重
み
を
感
じ
、
改
め
て

母
校
の
伝
統
と
歴
史
を
実
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
来
年
、
創
立
90
周
年
を

迎
え
ま
す
。
同
窓
会
は
そ
の
時
代
に

合
わ
せ
た
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
戦
時
中
は
何
年
間
も
の
間
、
休

会
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
90
年
前
か
ら
先
輩
方
が
作
り
続

け
て
こ
ら
れ
た
同
窓
会
で
す
。
90
年

と
い
う
歴
史
と
伝
統
あ
る
同
窓
会
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
の
時
代
に
合
わ
せ

た
同
窓
会
活
動
が
、
創
立
一
〇
〇
周

年
、
そ
し
て
次
の
一
〇
〇
年
に
向
か

い
、
次
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
く
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

各
支
部
に
お
か
れ
ま
し
て
も
積
極

的
に
活
動
を
さ
れ
、
会
員
同
士
の
交

流
を
深
め
て
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
の

発
展
と
同
窓
生
の
皆
様
と
の
絆
を
深

め
る
た
め
、
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
11
月
の
総
会
で
同
窓

生
の
皆
様
と
お
目
に
か
か
れ
ま
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
友
人
と
過
ご
し
た
日
々

を
通
じ
て
、
協
力
し
て
物
事
を
成

し
遂
げ
る
喜
び
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
の
教
え
、
常
に
私
達
の
お
手

本
と
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
方
の
姿
が
、
今
の
私
た
ち
の

大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女

性
の
社
会
進
出
が
今
後
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
中
、
学
園
で
得
た
学

び
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
は
社
会

の
中
で
、
自
立
し
た
女
性
に
相
応

し
い
行
動
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
清
心

学
園
な
ら
び
に
清
心
な
で
し
こ
同

窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
入
会

の
感
謝
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

こ
の
度
は
清
心
な
で
し
こ
同
窓

会
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
伝
統

あ
る
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
の
一
員

と
な
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
光
栄
に

思
い
ま
す
。

　

清
心
学
園
で
の
生
活
は
、
入
学

し
た
の
が
つ
い
昨
日
の
こ
と
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
大
変

充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
３

年
間
、
あ
る
い
は
６
年
間
で
、
私

達
は
一
人
の
自
立
し
た
女
性
と
し

て
の
生
き
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
、「
女
子
校
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
」
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
環
境
で
課
題
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
自
立
を
促
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
課
題
に
対
す
る
柔
軟
な
思

考
も
養
う
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。

自
立
し
た
女
性
と
し
て

   

令
和
７
年
３
月
卒
業　
　
　

髙　

﨑　

美　

桜

西　

銘　

未　

来
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❸

長
い
歴
史
を
持
つ
寄
宿
舎

生
活
を
共
に
し
な
が
ら
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
想
い
出
の
場
所

レ
ジ
ナ
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
が
進
み
２
０
２
８
年
度
末
に
閉
鎖
し
ま
す

寄
宿
舎
の
想
い
出
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　

Ｓ
48
年
卒

　
　
　
　
　
　

田
中
（
津
島
）
恵
子

　

レ
ジ
ナ
ホ
ー
ル
１
階
に
は
食
堂
。
朝

食
は
生
食
パ
ン
だ
っ
た
。
娯
楽
室
の
和

室
に
テ
レ
ビ
も
あ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な

で
ワ
イ
ワ
イ
遊
ぶ
方
が
楽
し
か
っ
た
。

　

地
下
の
お
風
呂
は
個
室
が
並
ん
で

て
、
時
間
を
過
ぎ
る
と｢

ま
だ
で
す

か｣

と
次
の
人
の
催
促
が
。

　

洗
濯
室
に
は
手
洗
い
用
流
し
が
ズ

ラ
リ
。
手
洗
い
も
、
制
服
の
ア
イ
ロ
ン

か
け
も
上
手
く
な
っ
た
。

　

就
寝
時
間
に
は｢

お
休
み
な
さ
い

ま
せ
。
グ
ッ
ナ
イ
ハッ
ピ
ー
ド
リ
ム
ス
ア

ン
ド
ス
イ
ー
ト
リ
ポ
ー
ズ｣

と
挨
拶
し

て
寝
室
へ
。
懐
か
し
い
な
あ
。

　
　
　

Ｓ
52
年
卒

　
　
　
　
　
　

美
馬
（
松
下
）
裕
子

入
寮
数
日
後
に
開
か
れ
た

「
歓
迎
会
」
に
て

幽
霊
役
の
先
輩
が
潜
む
地
下
室
の
浴

室
に
行
く
羽
目
に
な
っ
た
、
い
た
い
け

な
中
１
の
私
達
３
名

腰
が
抜
け
ま
し
た
（
泣
）　

暗
く
て
怪
し
い
所
に
は

絶
対
に
近
づ
か
な
い
！

そ
の
後
、
お
化
け
屋
敷
は

ス
ル
ー
し
て
ま
す

先
輩
に
は

「
怖
が
って
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
を
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）

　
　

Ｓ
55
年
卒

　
　
　
　
　
　

永
田
（
村
上
）
幸
香

　

初
め
て
親
元
を
離
れ
て
生
活
し
た

　
　
　
　

Ｓ
57
年
卒

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

喜
久
代

　

中
学
か
ら
の
レ
ジ
ナ
ホ
ー
ル
で
の
寄

宿
舎
生
活
は
食
堂
、
寝
室
、
娯
楽
室
、

　
　
　
　

Ｓ
62
年
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
頭　

朋
子

　

Ｓ
62
年
卒
学
年
寄
宿
舎
生
同
窓

会
を一泊
二
日
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

（
次
は
還
暦
に
な
る
年
…
第
11
回
）

　

多
感
な
時
代
に
シ
ス
タ
ー
や
先
生
方

先
輩
後
輩
と
親
よ
り
一
緒
に
い
た
時
間

は
人
生
に
お
い
て
貴
重
体
験
で
し
た
。

　

登
校
前
の
お
食
事
配
膳
や
お
掃
除

に
加
え
、
日
々
各
お
食
事
後
に
お
当

番
で
お
皿
洗
い
を
含
む
後
片
付
け
…

お
風
呂
や
洗
濯
何
も
か
も
が
懐
か
し

い
で
す
。

　

泣
き
笑
い
喜
び
悲
し
み
…
振
り
返

れ
ば
い
つ
で
も
一
人
で
は
な
か
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

寄
宿
舎
。
不
安
以
上
に
ワ
ク
ワ
ク
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
初
め
て
就
職
し
た
寄
宿

舎
。
社
会
人
と
し
て
の
私
を
受
け
入

れ
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
長
い
歳
月

「
清
心
」
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
出
発
点
は
寄
宿
舎
で
し
た
。
寄

宿
舎
に
は
い
ろ
ん
な
想
い
が
あ
り
、
こ

の
度
、
寄
宿
舎
を
閉
舎
す
る
と
伺
い
、

と
て
も
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

元
寄
宿
舎
生
の
皆
さ
ん
、
11
月
23

日
開
催
の
同
窓
会
で
、
寄
宿
舎
の
思

い
出
を
語
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
ね
。

勉
強
室
、
大
浴
場
、
洗
濯
室
と
何
も

か
も
が
新
鮮
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
ピ
ン
ク
の
公
衆
電

話
に
並
ん
だ
り
、
同
級
生
と
泣
き
笑

い
喧
嘩
し
な
が
ら
も
支
え
あ
っ
た
日
々

は
、
朝
の
お
祈
り
か
ら
始
ま
り
朝
寝

坊
し
た
罰
の
お
皿
洗
い
の
記
憶
さ
え
懐

か
し
く
、
約
50
年
後
の
今
も
友
と
の

深
い
絆
が
初
夏
の
芝
生
の
匂
い
と
共
に

蘇
り
ま
す
。

　

シ
ス
タ
ー
や
寮
母
さ
ん
、
ボ
イ
ラ
ー

の
お
じ
さ
ん
等
、
皆
様
大
変
お
世
話

に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら

寄
宿
舎

あ
り
が
と
う

寄
宿
舎
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会会

部部

　令和７年１月新年合同役員会の日を以って正式に

児島支部と玉野支部が統合し、児島・玉野支部とし

て活動することとなりました。

　新体制となって初めて、４月13日にダイヤモンド

瀬戸内マリンホテルにて、支部会を開催いたしまし

た。新体制になったと言いましても以前から一緒に

活動をしておりましたので、何ら変わることはあり

ませんが、今後の活動について確認しつつ、新鮮な

瀬戸内の味を堪能し、懐かしい話にも花を咲かせ、

楽しい会となりました。

　なお、今秋に倉敷、備南、児島･玉野合同支部でバ

ス旅行を計画中です。近々にご案内を差し上げたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。

支部長　吉岡 さなゑ(Ｓ49年卒)

　岡山支部会を、3月23日に岡山プラザホテルで、

36人の方にお集まりいただき、賑やかに開催する

ことができました。

　松沢校長先生と、なでしこ同窓会の永井会長にご

挨拶、シスター三宅に乾杯の音頭、松本教頭先生に

学校紹介をしていただきました。また、美味しいお

料理をいただきながら、岡山支部の大先輩・歳森さ

んによる小唄（色気がありかわいかった）と、森さ

んによるアロマのお話もお聞きすることができまし

た。皆さまのおかげで、終始和やかな会だったと思

います。

　岡山支部は57年卒の方が7名加わり20名となり

ました。仲良く前進していきます。

支部長　川勝 浩子(Ｓ55年卒)　

　私は昨年6月桑田知江支部長の後を受け、広島支

部長になりましたS54年卒の佐藤美紀子です。

　コロナ前まで友人に誘われ数回お客様気分で支部

会に出席していました。今回、２人の友人の協力も

お願いして支部長のお役を受けました。11月に初め

て総会にも出席させて頂きました。役員の皆様のパ

ワーと行動力・熱い想いに圧倒されました。

　未熟な私ですが、友人・他の支部長の皆様のお力

を借りて広島支部会の活動を元気にしていければと

思っております。宜しくお願い致します。

支部長　佐藤 美紀子(Ｓ54年卒)

　関西支部はコロナ後初の支部会を2024年8月3日

に帝国ホテル大阪にて開催いたしました。

　参加者10名というこぢんまりとした会でしたの

で、それぞれ一人ずつ自己紹介と近況報告としてお

話しをいただき、皆様の長い長い人生の来し方語り

に時間が足りないくらい大変盛り上がりました。母

子、 孫世代にまたがるなでしこ同窓会でお話しを

伺っていると、女性の生き方は、今は様々なのだと

興味深くとても面白いです。

　次回開催は未定ですが、人生で今が一番若い！皆

様のご参加をお待ちしております。他支部からのご

参加も大歓迎です。

支部長　山田（富山）こころ（H8年卒）

shigusacocoro@gmail.com　　

　3月29日倉敷国際ホテルにて、メンバーが増え

てから初めての倉敷支部会を行いました。

　初めて顔を合わせるメンバーもいたので自己紹介

をし、それぞれの顔と名前を確認しあいました。美

味しいお料理をいただきながら今年のバザーの事、

今後の活動について話し合い、楽しい時間を過ごし

ました。

　今後も支部メンバーで協力して、同窓会活動に参

加したいと思っています。今年10月には倉敷支部、

備南支部、児島•玉野支部合同支部会を開催予定で

す。皆さま、ご参加よろしくお願いします。

支部長　山下 美樹(Ｓ56年卒)　

　2024年10月19日、アリス イン高松にて「な

でしこ同窓会四国支部会」を開催いたしました。

校長先生、シスター三宅をはじめ、多くの皆様に

ご出席いただき、心より感謝申し上げます。次回

開催に向け、支部活動をお手伝いしていただける

方を募集中です。ぜひご連絡ください。

　今後支部会を開催の際は、どうぞよろしくお願

いいたします。

支部長　秋山 直美(Ｓ57年卒)

児島･玉野支部

岡山支部

四国支部

関西支部

広島支部

東日本支部

倉敷支部

❹

　皆様、いかがお過ごしでしょうか。

　備南支部は、今年度も同窓会バザー参加を予定

しています。昨年はコーヒー、パン、菓子類等を

販売しました。また、今年10月には、備南、倉

敷、児島・玉野支部、合同支部会の開催も予定し

ています。皆様のご参加をお待ちしております。

　さて、この度、中元保子さんが10年間してく

ださった備南支部長を退任されました。長い間あ

りがとうございました。今後も備南支部の顧問と

して残ってくださいます。これからも、皆様と協

力して、和気あいあいと楽しく同窓会活動に参加

していけたらと思っております。どうぞよろしく

お願いいたします。

支部長　久一 純子(Ｓ47年卒)

　2024年10月27日ホテルルポール麹町にて支

部総会を開催いたしました。

　「懐かしの清心リズム体操をみんなでやってみ

よう」企画や、 2028年度末閉鎖を予定されてい

る寄宿舎のムービー上映など忘れがたい青春の日

々が甦る催し物を盛り込み、和やかなひと時とな

りました。お運びいたしました皆さま、ご返信に

て近況をお知らせくださった皆さま、いつも母校

を応援してくださいましてまことにありがとうご

ざいます。

　今後とも卒業生の幅広い世代に配慮しながら、

実りある同窓会活動を心掛けていきたいと思いま

す。ふるってのご参加をお待ちしておりますので、

よろしくお願いいたします。

支部長　石黒 千晶(Ｓ56年卒)

年
間
活
動
カ
レ
ン
ダ
ー
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備南支部

　皆様、いかがお過ごしでしょうか。

　備南支部は、今年度も同窓会バザー参加を予定

しています。昨年はコーヒー、パン、菓子類等を

販売しました。また、今年10月には、備南、倉

敷、児島・玉野支部、合同支部会の開催も予定し

ています。皆様のご参加をお待ちしております。

　さて、この度、中元保子さんが10年間してく

ださった備南支部長を退任されました。長い間あ

りがとうございました。今後も備南支部の顧問と

して残ってくださいます。これからも、皆様と協

力して、和気あいあいと楽しく同窓会活動に参加

していけたらと思っております。どうぞよろしく

お願いいたします。

支部長　久一 純子(Ｓ47年卒)

　2024年10月27日ホテルルポール麹町にて支

部総会を開催いたしました。

　「懐かしの清心リズム体操をみんなでやってみ

よう」企画や、 2028年度末閉鎖を予定されてい

る寄宿舎のムービー上映など忘れがたい青春の日

々が甦る催し物を盛り込み、和やかなひと時とな

りました。お運びいたしました皆さま、ご返信に

て近況をお知らせくださった皆さま、いつも母校

を応援してくださいましてまことにありがとうご

ざいます。

　今後とも卒業生の幅広い世代に配慮しながら、

実りある同窓会活動を心掛けていきたいと思いま

す。ふるってのご参加をお待ちしておりますので、

よろしくお願いいたします。

支部長　石黒 千晶(Ｓ56年卒)

　ノートルダム会シスター来日100周年を記念す
るにあたって、同窓生の皆様には様々にご協力い
ただき、ありがとうございました。目指したのは
過去に感謝し、現在を熱意をもって歩むこと、そ
して未来に希望をもって向かうことでした。様々
な記念行事・事業を実施し、お迎えした総長様や
かつての宣教師のシスター方をご案内するなか
で気づかされたのは、シスター「たち」の100年
の働きの豊かな実りでした。
　各学校園では100年の歴史を振り返る様々な取
り組みがなされ、若い方々がノートルダムの精神
を受け継ごうと学び活動している事に心打たれ、
教職員の皆様の惜しみないご協力と卒業生の皆
様の温かいおもてなしに心が熱くなりました。

　
　この100年間にまかれた種は、時代の波に翻弄
されることも度々ありながら、多様なかたちで芽
吹き、育ち、豊かに実っていることを、100周年
の記念を行う中で感謝と共に実感いたしました。
　かつて「シスターたちの学校」と自然に感じら
れた学園は、次第に「シスターたちがいる学校」
になり、今では「シスターがいない学校」になり
つつあります。「心を清くし 愛の人であれ」の校
訓に表現された創立者聖ジュリーの精神と生き
方をシスターたちだけで伝えるのは、１００周年
記念の実施がそうであったように無理なのは明
白です。
　そこで「プロジェクト１００＋」を立ち上げま
した。卒業生による「アメリカ人シスタースの
収容所での日誌」などの翻訳、大学による文書や
写真のデジタル化と整理・研究、生徒によるシス
ターたちの歴史のドキュメンタリーや演劇制作、
新しいノートルダム準会員の会の立ち上げなど
です。教職員の合同研修や生徒たちの交流会も計
画しております。

　次の１００年は、卒業生初めご縁のある方々と
の協働にこそ希望があり、協働でこそ可能になる
と確信しております。母校を支えつつ、ご一緒に
次の１００年を拓きましょう。

シスター 三 宅 聖 子 

ノートルダム･シスター来日

周年  を終えて

東日本支部会東日本支部会
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Ｓ
57
年
卒
実
行
委
員
長

岩
田　

靖
子

で
き
る
人
が
で
き
る
こ
と
を
…

約
一
〇
〇
名
と
つ
な
が
っ
たL

IN
E

　

Ｓ
56
年
卒
先
輩
の
バ
ザ
ー
の
様
子

を
見
学
に
行
っ
た
日
か
ら
、
少
人
数

で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出

来
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
に
思
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
た
び
に
、
一
人

二
人
と
仲
間
が
増
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ

得
意
分
野
を
受
け
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
で
き
る
人
が
で
き
る
こ

と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
の
１
年

間
を
通
し
て
遠
く
離
れ
た
同
級
生
約

一
〇
〇
名
とLIN

E

で
つ
な
が
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

長
年
「
同
窓
会
な
ん
て
面
倒
く
さ

い
」と
思
い
続
け
て
い
た
私
な
の
に
、

い
ろ
ん
な
意
味
で
今
回
同
窓
会
に
携

わ
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
自
分
が
い
る
こ
と
を
自
分
自
身

が
一
番
驚
い
て
い
ま
す
。

大
盛
況
だ
っ
た
バ
ザ
ー

　

９
月
８
日
、
清
心
祭
協
賛
同
窓
会

バ
ザ
ー
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
多
く

の
お
客
様
が
行
列
を
作
ら
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
開
場
時
間
を
早
め
て
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　

全
国
各
地
の
同
窓
生
か
ら
心
の
こ

も
っ
た
手
作
り
品
や
数
多
く
の
遊
休

品
と
提
供
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
多
種
多

様
の
品
物
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
40
年
以
上
も
の
ブ
ラ

ン
ク
も
な
ん
の
そ
の
、
皆
懐
か
し
く

面
影
を
残
し
た
同
級
生
が
次
々
と
集

ま
り
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
一
日
で

し
た
。
一
日
限
り
の
即
席
販
売
員
た

ち
も
楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
頑
張

り
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
の
売
上
は
予
想
を
大
き
く

上
回
り
全
体
で
一
〇
〇
万
円
以
上
の

収
益
を
上
げ
大
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

実

行

委

員

活

動

記

録

主な販売品◆手作り手芸品･バッグ／巾着袋／
果物／野菜／お菓子類／飲み物／アイスクリー
ム／遊休品／リサイクル品

バザーにご協力をお願いします

令和7年
バザー開催の
お知らせ

令和６年

１月18日
　新年合同役員会

２月18日
　前年実行委員と引継ぎ

２月29日
　新入会員入会式

７月14日
　オーケストラ部定期演奏会

７月25日
　合同役員会･ミニバザー

９月７日
　バザー前日準備

９月８日
　同窓会バザー

９月26日
　バザー反省会

11月17日
　総会記念品・名札準備

11月23日
　総会･懇親会
　プチ同窓会
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●令和５年度清心なでしこ同窓会決算報告書●
一般会計 （令和５年10．１～令和６年９．30）

収入の部 （円） 支出の部 （円）
費　　目 金　　額 費　　目 金　　額

前 年 度 繰 越 金 4,825,663 行 事 費 483,224
終 身 会 費 1,665,000 会 議 費 52,336

15,000円×111人 通 信 費 2,840,736
雑 収 入 3,848,971 印 刷 費 472,659

S . 5 6 年 卒より 185,332 事 務 費 325,000
ミニバザー他 99,499 消 耗 品 費 22,396
サポート制度 2,164,140 慶 弔 費 31,350
S . 5 7 年 卒より 1,180,000 備 品 費 0
貸 付 金 返 金 100,000 接 待 ・ 交 際 費 21,440
S.43年卒寄付 120,000 旅 費 80,380

預 金 利 息 258 活 動 費 406,000
マリア・ジュリー 奨 学 金 500,000
雑 費 109,276
予 備 費 0
繰 越 金 4,995,095

合　　　　計 10,339,892 合 　 計 10,339,892

　

ご
来
賓
の
恩
師
の
先
生
、
現
職
の

先
生
、
同
窓
生
を
合
わ
せ
て
１
７
３

名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
シ
ス
タ
ー
来
日

一
〇
〇
周
年
を
記
念
す
る
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
シ
ス
タ
ー
来
日
一
〇
〇

周
年
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
演
題
で
シ

ス
タ
ー
三
宅
聖
子
先
生
か
ら
沢
山
の

映
像
と
と
も
に
そ
の
歴
史
を
伝
え
る

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
６
人

の
シ
ス
タ
ー
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
を
挟
む
激
動
の
時
代
を
乗
り
越

え
、
一
貫
し
て
『
心
を
清
く
し
愛
の

人
で
あ
れ
』
と
い
う
種
を
、
清
心
学

園
で
学
ん
だ
一
人
ひ
と
り
の
心
の

中
に
撒
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を

改
め
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
た
ち
実
行
委
員
は
、
総
会
の
記

念
に
な
る
も
の
を
と
話
し
合
い
、
同

級
生
で
備
前
焼
作
家
の
藤
原
喜
久

代
さ
ん
に
盃
を
作
陶
し
て
も
ら
う

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

盃
に
刻
ま
れ
た
文
字
は

　
　
「
清
」「
心
」「
愛
」

で
す
。
い
ず
れ
か
一
つ
が
皆
様
の
お

手
元
に
届
い
て
い
ま
す
。

　

永
井
会
長
、
役
員
の
皆
様
、
松
沢

校
長
先
生
を
は
じ
め
、
友
人
、
知

人
、
家
族
な
ど
多
く
の
人
々
の
温
か

い
お
力
添
え
や
励
ま
し
に
支
え
ら

れ
て
、
実
行
委
員
一
同
は
１
年
間
の

お
役
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
な
で
し
こ
同
窓
会
が
、
こ
れ
か

ら
も
益
々
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
11
月
23
日
さ
わ
や
か
な
秋
の
一
日

な
で
し
こ
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
は

『シ
ス
タ
ー
来
日
一
〇
〇
周
年
』を
記
念
す
る
会
と
な
り
ま
し
た

　清心なでしこ同窓会会員の皆様には、「サポー
ト制度」へのご理解とご協力を頂いております
こと、心より感謝申し上げます。
　「サポート制度」は会員の皆様の心からの寄
付のことですが、アラムネの印刷発送費に当て
させて頂いております。同窓生の皆様のお志は、
同窓会活動を通して母校の発展にも寄与できる
ものです。集まりましたお志は、大切に使わせ
ていただきますので、どうぞ皆さまからの温か
いご支援をお願い申し上げます。同封の振込用
紙にてお振込みをお願いいたします。

会長　永井圭子（S50年卒）

　

懇
親
会
の
特
別
企
画
と
し
て
、

同
窓
生
各
年
代
の
校
歌
３
曲
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
を
母
校
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
に
よ
る
生
演

奏
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
輩
た

ち
が
一
生
懸

命
演
奏
す
る

姿
に
会
場
か

ら
は
感
嘆
の

声
援
と
大
き

な
拍
手
が
ま

き
お
こ
り
ま

し
た
。

　

記
念
品
の
備
前
焼

の
盃
を
、
森
雅
子
先

生
が
生
徒
を
引
率

し
、
姉
妹
校
サ
ン
ノ

ゼ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
訪
問
さ
れ
た

際
に
手
土
産
と
し
て
持
参
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
を
越
え

て
清
心
愛
の
備
前
焼
「
盃
」
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
実
行

委
員
一
同
心
よ
り
感
激
し
、
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年 

総
会･

懇
親
会
を
終
え
て
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物 

故 

者
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

恩
師　

岡　

部　

脩　

二

恩
師　

Sr.　
高
林
エ
ス
テ
ル
和
子

Ｓ
20　

平　

岡　

昌　

子

Ｓ
23　

岸　

野　

美
佐
子
（
斎
藤
）

Ｓ
23　

中　

西　

喜
久
江
（
山
上
）

Ｓ
24　

安　

田　

貞　

子
（
乗
金
）

Ｓ
27　

歳　

安　

悦　

子
（
和
気
）

Ｓ
27　

水　

内　

繁　

子
（
植
木
）

Ｓ
29　

小　

川　

久
美
子
（
近
常
）

Ｓ
29　

山　

根　

富
致
子
（
大
津
谷
）

Ｓ
31　

石　

原　

繁　

野

Ｓ
33　

石　

塚　

伊　

都
（
中
川
）

Ｓ
34　

石　

井　

満
紀
子
（
大
森
）

Ｓ
35　

兒　

島　

由
右
子
（
佐
々
木
）

Ｓ
42　

神　

澤　

敏　

子
（
山
内
）

Ｓ
45　

田　

口　

順　

子
（
山
本
）

Ｓ
48　

義　

若　

妃
香
里
（
岡
田
）

Ｓ
56   

廣　

野　

玲　

子
（
大
野
） 

Ｓ
57　

竹
之
下　

好　

恵
（
小
野
）

Ｓ
58　

浅　

田　

律　

子

Ｓ
58　

茅　

原　

泰　

子
（
吉
川
）

Ｓ
58　

政　

近　

宏　

子

令
和
７
年
５
月
ま
で
に
ご
連
絡
が
あ
っ

た
方
の
掲
載
で
す

　

編
集
後
記

　

ア
ラ
ム
ネ
53
号
を
お
届
け
い
た
し
ま

し
た
。
編
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
で
し
こ
ホ
ー
ル
の
玄
関
と
御
手
洗

の
階
段
に
手
す
り
を
設
置
し
、
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
の
同
窓
会
バ
ザ
ー
に
は
是

非
と
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

編
集
通
信
部

❽

なでしこ同窓会のホームページでは

同窓会の活動・支部会のお知らせ

会報アラムネなどを掲載しています。

ぜひご覧ください。

◆名前・住所など変更がある場合は、ホーム

ページ内　「お問い合わせフォーム」　より手

続きをお願いいたします。FAXでの変更届

もお受けしています。

◆また、アラムネが届かない方をご存知の

場合や　 ◆アラムネのデジタル希望の方

も、あわせてお知らせください。

なでしこ同窓会

URL　https://nadeshiko-seishin.jp/ E-mail　nadeshiko.seishin.1@gmail.com
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